　2024.10藤咲整形外科医院だより
　午後の診療の時間が終了の頃、思いもかけない夕暮れの速さに驚く頃となりました。いきなり日暮れとなるさまを、秋の日は釣瓶落とし、と言うものの、釣瓶がどういったものか、説明する側もされる側も、苦心する時代でもあります。桜に始まり欅に至り、落ち葉は次第に穏やかに、冬枯れに向けて収束してゆきます。
　同じいきなりでも、現代でも生き生きと想像できる言葉があります。騎虎の勢いと言います。虎に乗ったら降りるに降りられない、始まった物事は止めるに止められないという謂いですが、虎になぞ乗ったことがあるかと、まじめな質問が出そうなところです。
　尾籠なところではありますが、トイレに行ったとこのことを思い出してみます。最近便器は様式にて、蓋の次に座面があります。座面はいつも準備されているとは限りません。予想の通り、座面を下げていない時に、うっかり座ってしまう時があります。触れた瞬時に解っていても止まりません。騎虎の勢い、を実感します。事情があるとはいえ急ぎ過ぎかと反省し、急いては事を仕損じると嘆じ、いっそ座ってしまえと開き直れば、状況から、匹夫(ヒップ)の勇も連想します。座っていても仕方ないので、重い腰を上げて、誰を責める訳にも行かずの苦笑いです。
　なにかの拍子に起きたことは、いつもうっかりしたことばかりではありません。はずみで起きたことも、何かの役に立てましょう。天気でも見てみるか、花の様子も感じてみるかと、腰を上げてみようと思ったときが、「ちょっと散歩」の機会です。騎虎の勢い、乗りかけた船、初めの一歩が次の一足となり、歩くうちに心が弾み、体が弾んだら、それは良いウォーキングです。
皆様お体大切に。
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